
女川原子力発電所における使用済燃料輸送容器の収納物追加に係る設計及び工事計画認可申請概要 別紙

 ⼥川原⼦⼒発電所に設置済みの使⽤済燃料輸送容器は、収納物を「８×８燃料集合体」として認可を受けております。
 ⼥川１号機の使⽤済燃料貯蔵プールに貯蔵している使⽤済燃料は、廃⽌措置計画（２０２０年３⽉１８⽇認可）に基づき、２０２７年度末までに

⼥川３号機の使⽤済燃料貯蔵プールに輸送する計画としております。
 輸送する使⽤済燃料には「９×９燃料集合体」が含まれているため、本容器の収納物に「９×９燃料集合体」を追加することとし、本⽇（２０２４年５⽉３１⽇）、

「設計及び工事計画認可申請書」を原⼦⼒規制委員会に提出したものです。
 なお、本容器は、あらかじめ「９×９燃料集合体」の収納を考慮して設計しており、設備の改造は必要ありません。

【使用済燃料輸送容器の機能と主な構造】

 使⽤済燃料輸送容器は、「放射性物質の閉じ込め」「放射線の遮へい」「臨界防⽌」「除熱」の４つの安全機能を有する。

①放射性物質の閉じ込め

②放射線の遮へい

③臨界防⽌

④除 熱

・蓋および胴で密閉し、放射性物質の漏れを防⽌。

・遮へい材により、使⽤済燃料から放出される放射線量を低減。

・フィン※２を介して、空気の⾃然対流により冷却。

・中性⼦吸収材を⽤いたバスケットに使⽤済燃料を収納し臨界※１を防⽌。

※１ 臨界
・原⼦⼒発電の燃料に含まれているウラン235が核分裂すると、複数の新しい中性⼦が

⾶び出し、その中性⼦が次の核分裂を起こす。
・この核分裂の連鎖反応が、⼀定の量で持続している状態を「臨界」という。

※２ フィン
・使⽤済燃料輸送容器内の熱を容器の外へ放出するための⾦属の板。

【女川１号機使用済燃料プールからの輸送計画】

寸法 ［全⻑］約６.３ｍ ［外径］約２.６ｍ
（緩衝体を含む）

重さ
約９７ｔ

（使⽤済燃料２２体を収納した状態）
（緩衝体を含む）

収納
体数 使⽤済燃料２２体

【使用済燃料輸送容器の仕様】

使⽤済燃料輸送容器 外観

下部緩衝体

上部緩衝体

③臨界防⽌
（バスケット）

④除 熱
（フィン）

②放射線の遮へい
（遮へい材）

①放射性物質の閉じ込め
（蓋・胴）

使⽤済燃料

※使⽤済燃料︓821体（内訳︓８×８燃料集合体425体、９×９燃料燃料集合体396体）


